
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
市

の
有
機
農
業
推
進
計
画
の

策
定
の
遅
れ
を
質
し
ま
し

た
。有

機
農
業
推
進
法
が
施

行
さ
れ
た
の
が
２
０
０
６

（
平
成

）
年

月
で
、

18

12

山
形
県
有
機
農
業
推
進
計

画
が
策
定
さ
れ
た
の
が
平

成

年
３
月
、
鶴
岡
市
有

21
機
農
業
推
進
協
議
会
（
志

藤
正
一
会
長
）
が
榎
本
市

長
に
計
画
策
定
を
申
し
入

れ
た
の
が
平
成

年
３
月

22

で
、
３
年
が
経
過
し
て
い

ま
す
。

「
環
境
保
全
型
農
業

推
進
計
画
」
の
一
つ

五
十
嵐
農
林
水
産
部
長

は
、「
本
市
総
合
計
画
の
中

で
、『
環
境
保
全
型
農
業
の

推
進
と
普
及
拡
大
』
を
主

要
な
課
題
の
一
つ
と
し
、

平
成

年
５
月
策
定
の『
つ

23

る
お
か
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
』

の
中
で
、
環
境
保
全
型
農

業
の
推
進
を
農
業
振
興
方

策
の
７
つ
の
柱
に
位
置
づ

け
、『
鶴
岡
市
環
境
保
全
型

農
業
推
進
計
画
』（
仮
称
）

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

有
機
農
業
推
進
計
画
は
、

『
環
境
保
全
型
農
業
推
進

次
に
加
藤
鉱
一
議
員
は
、

モ
デ
ル
タ
ウ
ン
事
業
終
了

後
に
つ
い
て
、「
国
の
有
機

農
業
総
合
支
援
事
業
の
モ

デ
ル
タ
ウ
ン
事
業
が
全
国

カ
所
の
う
ち
本
市
が
選

45ば
れ
、
こ
れ
ま
で
５
年
間
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き

た
が
今
年
度
で
終
了

す
る
。

今
後
ど
う
推
進
す

る
の
か
」
と
質
し
ま

し
た
。

農
林
水
産
部
長

は
、「
来
年
度
、
藤

島
地
域
の
活
性
化
を

目
的
と
し
た
事
業
と

し
て
、
有
機
農
業
推

進
協
議
会
が
お
こ
な

う
消
費
者
や
子
ど
も

さ
ら
に
有
機
農
業

に
つ
い
て
、「
差
別

化
商
品
や
有
利
販
売

を
目
的
と
し
た
も
の

で
は
な
く
、
農
山
村
の
環

境
を
守
り
、
地
域
の
資
源

を
活
用
し
て
、
誰
も
が
住

み
続
け
ら
れ
る
持
続
可
能

な
社
会
を
追
求
す
る
の
が

基
本
と
考
え
る
が
ど
う
か
」

と
質
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
部
長
は
、「
有

機
農
業
と
は
、
化
学
肥
料

や
化
学
合
成
農
薬
を
使
用

し
な
い
こ
と
等
を
基
本
に
、

土
地
本
来
の
地
力
を
保
ち

な
が
ら
、
環
境
へ
の
負
荷

を
大
幅
に
軽
減
す
る
自
然

に
や
さ
し
い
農
法
で
あ
る

と
共
に
、
畜
産
堆
肥
や
生

産
物
残
渣
等
の
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
を
活
用
し
た
資
源

循
環
型
社
会
の
け
ん
引
役

と
も
な
る
も
の
。

し
か
し
、
本
市
の
有
機

農
業
は
水
稲
栽
培
面
積
で

年
度
の

㌶
か
ら

年

20

55

24

度
で

㌶
に
５
年
間
で

70

15

㌶
拡
大
し
た
が
、
取
り
組

む
農
家
は
横
ば
い
で
現
在

人
前
後
で
推
移
し
て
い

30る
。人

材
育
成
の
体
制
整
備

や
農
業
者
と
消
費
者
双
方

の
理
解
な
ど
課
題
が
残
っ

て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

今
治
市
の
計
画
に
注
目

愛
媛
県
今
治
市
は
、
平

成

年
に
旧
藤
島
町
で
開

15
催
さ
れ
た
有
機
農
業
の
全

国
大
会
に
参
加
し
、
藤
島

エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
学
び
、
翌
年
度
、
今

治
市
で
有
機
農
業
の
全
国

大
会
を
開
催
。
全
国
で
い

ち
早
く
、
平
成

年
３
月

20

に
有
機
農
業
振
興
計
画
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

Ａ
４
版

ペ
ー
ジ
と
膨

67

大
な
計
画
書
で
、
そ
の
中

の
自
治
体
と
の
連
携
で
は
、

「
山
形
県
鶴
岡
市
（
旧
藤

島
町
）」
を
筆
頭
に
掲
げ
、

交
流
や
情
報
交
換
を
進
め

る
と
し
て
い
ま
す
。

今
治
市
の
総
合
計
画
の

中
で
有
機
農
業
の
位
置
づ

け
は
高
く
、
行
政
の
姿
勢

の
違
い
が
現
れ
て
い
ま
す
。
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配布者にご連絡下さい
（月２００円程度）
3月 6人 14,800円
2月 46人 52,170円

３
月
議
会
一
般
質
問
で
１
日
、
加
藤
鉱
一

議
員
は
「
有
機
農
業
推
進
計
画
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

年
度
の
早
い
時
期
に

25

愛媛県今治市の『有機農業振興計画』（平成20年４月）は総合計

画の中で位置づけが高く、鶴岡市（旧藤島町）との交流・情報交換

を掲げており、参考にすべきです。

有
機
米
の
学
校
給
食
へ
の
提
供
狭
ま
る

計
画
』
の
柱
の
一
つ
と
し

て
策
定
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
８
月
か
ら
市
農
業

振
興
協
議
会
の
生
産
振
興

部
会
で
、
策
定
に
向
け
て

協
議
を
開
始
し
て
い
る
。

県
で
は
２
月

日
、
エ

26

コ
エ
リ
ア
山
形
推
進
協
議

会
を
開
催
し
、
平
成

年
28

度
末
ま
で
の
到
達
目
標
を

定
め
た
第
２
次
有
機
農
業

推
進
計
画
を
決
め
、
有
機

栽
培
の
面
積
を
現
行
（
23

年
）
５
０
４
㌶
か
ら
８
０

０
㌶
に
、
有
機
農
家
戸
数

を
同
３
９
２
戸
か
ら
４
５

０
戸
に
増
や
す
目
標
だ
。

こ
の
県
の
計
画
と
整
合

性
を
図
り
、
来
年
度
の
早

い
時
期
に
市
の
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

有
機
農
業
の
基
本
は
何
か

た
ち
へ
の
理
解
促
進
、
全

国
の
有
機
農
業
者
と
の
情

報
交
換
、
栽
培
技
術
の
普

及
に
対
し
支
援
し
て
い
く
。

年
度
の
農
水
省
の
予

25
算
案
の
中
に
、
有
機
農
業

の
供
給
力
拡
大
を
目
的
と

し
た
新
た
な
支
援
対
策
を

講
じ
て
い
る
と
聞
い
て
お

り
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い

て
情
報
を
収
集
し
、
協
議

会
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。

有
機
農
業
推
進
計
画
の

策
定
が
遅
れ
て
い
る
た
め

位
置
づ
け
が
弱
く
、
有
機

栽
培
米
の
学
校
給
食
へ
の

提
供
が
全
市
か
ら
藤
島
地

域
の
５
年
生
の
み
に
狭
め

ら
れ
て
い
ま
す
。



東
田
川
文
化
記
念
館
郷

土
研
究
サ
ー
ク
ル
（
鈴
木

隆
・
会
長
）
は
２
月

日
、

27

第

回
総
会
を
開
き
、
会

17
員

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

35阿
部
博
光
氏
を
議
長
に

選
出
し
、
事
業
計
画
と
収

支
決
算
、
予
算
な
ど
を
承

認
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
基
礎
活
動

に
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

研
修
活
動
が
あ
り
、
古
文

書
グ
ル
ー
プ
の
『
保
定
記
』

（
幕
末
三
方
領
知
替
の
史

料
も
含
む
）
解
読
、
ワ
ッ

パ
義
民
調
査
グ
ル
ー
プ
の

計
画
、
義
民
が
そ
の
後
の

庄
内
農
業
に
寄
与
し
た
軌

跡
を
探
る
な
ど
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
県
考
古
学
会
の

川
崎
利
夫
氏
か
ら
、
秋
頃

に
鷺
畑
古
墳
を
発
掘
し
た

い
の
で
ご
協
力
願
い
た
い
」

と
の
意
向
が
会
員
か
ら
伝

え
ら
れ
、
本
会
の
長
年
の

念
願
で
も
あ
り
協
力
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
「
会
員
に
よ
る

講
話
」
は
、
穂
積
恒
雄
・

東
田
川
文
化
記
念
館
長
の

「
世
界
遺
産
・
吉
野
の
名

所
旧
跡
を
訪
ね
て
」
を
拝

聴
し
、
懇
親
会
は
話
題
が

尽
き
ず
和
や
か
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

※
鷺
畑
古
墳

東
北
地
方
に
ヤ
マ
ト
政

権
の
影
響
力
が
大
き
く
伸

び
た
の
は
古
墳
時
代
（
３

〜
５
世
紀
）
で
、
そ
の
北

限
は
宮
城
県
大
崎
平
野
か

ら
山
形
県
米
沢
市
・
山
形

市
付
近
が
定
説
で
す
。

県
内
最
大
の
前
方
後
円

墳
は
南
陽
市
の
稲
荷
森
古

墳
（
国
指
定
）
が
あ
り
、

４
世
紀
後
半
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

庄
内
で
は
鶴
岡
市
菱
津

か
ら
出
土
し
た
５
世
紀
後

半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
石

棺
が
あ
り
ま
す
が
、
藤
島

三
和
遺
跡
で
は
、
４
世
紀

代
の
土
師
器
（
は
じ
き
、

弥
生
式
土
器
の
流
れ
を
汲

む
素
焼
き
の
土
器
）
が
発

見
さ
れ
、
鷺
畑
古
墳
は
格

好
な
円
墳
で
、
５
世
紀
以

前
の
可
能
性
が
あ
る
と
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

鷺
畑
古
墳
の
発
掘
で
、

北
陸
ー
越
後
ル
ー
ト
で
人

が
か
な
り
移
動
し
た
こ
と

が
裏
付
け
ら
れ
、
日
本
海

側
の
古
墳
時
代
北
限
の
歴

史
書
き
換
え
が
期
待
さ
れ

ま
す
。（
※
編
集
部
）

１
面
ト
ッ
プ
で
公
表
し
た

も
の
。
当
選
議
員
の
２
０

５
人
が
参
加
反
対
を
表
明
。

小
野
寺
防
衛
相
（
宮
城
６

区
）
は
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反

対
を
貫
く
」
と
の
見
出
し
、

「
今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す

れ
ば
、
震
災
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
東
北
地
方
、

日
本
の
農
林
水
産
業
は
厳

し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
ま

す
」。
田
村
憲
久
厚
生
労
働

相
は
選
挙
公
報
に
、「
例
外

な
き
関
税
撤
廃
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

は
絶
対
反
対
」「
日
本
の
農

業
や
公
的
医
療
保
険
制
度

を
破
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
」

と
ト
ッ
プ
に
掲
げ
て
い
る
。

山
形
県
の
議
員
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
１
区
の
遠
藤

利
明
議
員
は
新
聞
で
反
対

を
表
明
、
２
区
で
初
当
選

の
鈴
木
憲
和
議
員
は
「
ウ

ソ
を
つ
か
な
い
、
ブ
レ
な

い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
！
！
」

と
選
挙
公
報
に
書
き
、
同

文
の
ポ
ス
タ
ー
も
張
り
出

し
た
。

ウ
ソ
つ
き
政
治
は
も
う

コ
リ
ゴ
リ
。
紙
智
子
議
員

の
奮
闘
を
期
待
す
る
。

界
と
の
約
束
で
つ
け
ら
れ

た
金
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ネ
。

で
も
、
県
に
配
分
さ
れ
市

町
村
の
議
決
が
成
っ
て
初

め
て
使
え
る
ん
で
す
ヨ
。

▼
と
り
あ
え
ず
は
年
度
を

ま
た
い
で
の
消
化
と
言
う

こ
と
で
、
県
を
通
じ
、
あ

れ
に
使
わ
れ
な
い
か
な
ど

と
、
市
町
村
に
圧
力
が
か

か
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

▼
私
の
役
場
産
業
課
時
代

は
、
年
度
を
ま
た
ぐ
予
算

を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
会
計
上
は

繰
越
明
許
と
か
言
っ
た
と

思
い
ま
す
。

▼
こ
の
頃
、
除
雪
を
し
な

が
ら
工
事
を
し
て
い
る
姿

を
見
か
け
ま
す
が
、
こ
ん

な
時
期
の
工
事
で
は
除
雪

費
な
ど
ム
ダ
が
多
い
と
思

い
ま
す
よ
ネ
。

▼
こ
の
補
正
予
算
は
、
首

相
が
言
う
何
本
目
か
の
矢

な
ん
だ
そ
う
だ
が
、
こ
れ

で
景
気
が
良
く
な
る
ん
で

す
か
ネ
ー
。（
石
川
）

自
民
党
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
公
約
守
れ

紙
智
子
参
院
議
員
（
参
院
比
例
候
補
）
訴
え

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

郷
土
研
究
サ
ー
ク
ル
総
会
開
く

鷺
畑
古
墳
発
掘
計
画
も
話
題
に

安
倍
内
閣
の
補
正
予
算
に

問
題
あ
り

参
議
院
で
は
誰
も
が
否

決
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
て
い
た
補
正
予
算
が
、

１
票
差
で
キ
ワ
ド
ク
可
決

さ
れ
た
。
政
権
党
は
流
れ

が
変
わ
っ
た
と
感
じ
た
ん

だ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
多

党
化
は
自
公
に
は
光
明

か
。

▼
こ
の
補
正
予
算
、
問
題

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た

か
。
例
え
ば
借
金
の
多
い

事
。
震
災
復
興
費
は
当
然

と
し
て
も
、
公
共
事
業
が

多
い
事
。
防
衛
費
も
多
か

っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

他
に
当
初
予
算
が
数
千
万

円
の
も
の
が
何
百
億
円
と

フ
ク
ラ
ン
だ
も
の
な
ど
。

と
も
あ
れ
３
月
い
っ
ぱ
い

で
使
わ
れ
ま
す
か
。
東
北

の
除
雪
費
な
ら
ば
と
も
か

く
も
だ
。

▼
し
か
し
決
ま
っ
た
。
業

工
藤

博
司

馬
鈴
薯
（
じ
ゃ
が
い
も
）
は
秋
の
季
語

に
な
っ
て
い
る
。
原
産
は
南
米
の
ア
ン
デ

ス
山
中
だ
そ
う
だ
が
、
戦
時
中
、
こ
れ
ほ

ど
重
宝
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
食
物
は
な

い
。
米
は
配
給
制
で
あ
り
、
白
米
は
ほ
と

ん
ど
口
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

大
根
葉
や
、
南
瓜
、
じ
ゃ
が
い
も
の
混
じ

っ
た
御
飯
は
あ
た
り
ま
え
で
、
南
瓜
や
じ

ゃ
が
い
も
だ
け
の
食
事
も
ま
れ
で
な
か
っ

た
。
農
村
に
は
都
会
か
ら
空
襲
を
逃
れ
て

移
り
住
む
児
童
も
多
く
、
そ
れ
を
「
疎
開
」

そ

か
い

と
言
っ
た
。
そ
の
子
ど
も
達
も
敗
戦
後
は

そ
れ
ぞ
れ
の
親
元
へ
帰
っ
て
行
っ
た
が
、

今
で
も
そ
の
顔
が
、
「
じ
ゃ
が
い
も
」
の
貌
と
重
な
っ
て
目
に
浮
か
ぶ
。
あ
ん
な

か
お

世
の
中
に
は
も
う
二
度
と
し
た
く
な
い
も
の
だ
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
放

射
能
汚
染
か
ら
逃
れ
て
避
難
し
て
い
る
子
ど
も
達
は
、
さ
し
づ
め
「
原
発
疎
開
」

と
で
も
言
う
べ
き
か
。
悲
劇
は
く
り
返
し
て
な
ら
な
い
。

（画・加藤貞雄）

参
院
選
で
再
選
を
目
指

す
集
会
で
、
紙
議
員
は
、

安
倍
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
に
踏
み
出
そ
う
と
し

て
い
る
が
、
共
産
党
の
独

自
調
査
で
、
総
選
挙
で
当

選
し
た
自
民
党
議
員
の
７

割
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
を

公
約
し
て
お
り
、
公
約
を

守
れ
と
訴
え
た
と
い
う
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が
選
挙

公
報
や
メ
デ
イ
ア
の
候
補

者
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
独

自
調
査
し
、
３
月
４
日
付
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